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７
月
21
日
（
日
）
に
投
開
票
さ
れ
た
第
25
回

参
議
院
議
員
選
挙
の
立
候
補
者
に
、
公
開
質
問

状
を
送
付
し
ま
し
た
。
送
付
の
対
象
と
な
っ
た

の
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
な
ど
が
判
明
し
た
２
６
１
人

の
候
補
者
で
、
そ
の
う
ち
74
人
か
ら
回
答
を
頂

き
ま
し
た
。
主
な
送
信
方
法
と
し
て
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

を
使
用
し
、
一
部
メ
ー
ル
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の

メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
も
活
用
し
ま
し
た
。

・
・
・

　

質
問
項
目
は
次
の
３
つ
で
す
。

●
問
１  —

「
原
発
」
国
民
投
票
の
是
非

　

原
発
稼
働
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
（「
原

発
」
国
民
投
票
）
を
実
施
す
る
た
め
の
手
続
法

を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
賛
成

で
す
か
？
反
対
で
す
か
？

●
問
２—

「
原
発
」
住
民
投
票
の
是
非

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
以
降
、
こ
れ
ま
で
東

京
都
、
大
阪
市
、
静
岡
県
、
新
潟
県
、
埼
玉
県
、

愛
媛
県
八
幡
浜
市
、
宮
城
県
で
原
発
稼
働
の
是

非
に
つ
い
て
住
民
投
票
を
求
め
る
直
接
請
求
の

運
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
今
後
も
茨

城
県
な
ど
で
運
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、
自
分
の
選
挙
区
ま
た
は
事
務
所

所
在
地
か
ら
一
番
近
い
原
子
力
発
電
所
に
つ
い

て
、
都
道
府
県
単
位
ま
た
は
基
礎
自
治
体
単
位

で
住
民
投
票
を
行
う
こ
と
に
、
賛
成
で
す
か
？

反
対
で
す
か
？

※
問	

１
、
問	

２	

に
つ
い
て
の
理
由
や
補
足
な

ど
、
ご
意
見
を
自
由
に
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
３—

 

原
発
稼
働
以
外
で
、
国
民
投
票

に
か
け
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
課
題

が
あ
れ
ば
、
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
・
・

　

問
１
、
問
２
に
つ
い
て
、
政
党
別
に
回
答
の

傾
向
を
見
て
い
き
ま
す
。

【
自
由
民
主
党
】　

　

全
候
補
者
81
人
に
送
付
し
、
回
答
が
あ
っ
た

の
は
宮
城
県
の
愛
知
治
郎
氏
の
み
。「
原
発
」

国
民
投
票
・
住
民
投
票
と
も
に
「
反
対
」。「
原

発
立
地
自
治
体
と
都
道
府
県
で
住
民
投
票
が
行

わ
れ
た
場
合
、
異
な
る
結
果
が
出
た
場
合
に
ど

ち
ら
を
尊
重
す
る
の
か
問
題
が
生
じ
る
」
と
い

う
理
由
は
、
宮
城
県
民
投
票
へ
の
議
会
で
の
反

対
討
論
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
し
た
。

【
公
明
党
】

　

候
補
者
24
人
の
う
ち
13
人
に
送
付
し
ま
し
た

が
、
ど
な
た
か
ら
も
回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
お
、
公
明
党
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
記
載
の

な
い
比
例
立
候
補
者
11
人
に
つ
い
て
は
、
送
付

対
象
外
と
し
ま
し
た
。

【
立
憲
民
主
党
】

　

候
補
者
42
人
の
う
ち
41
人
に
送
付
し
、
12
人

か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
10
人
が
国
民
投
票

に
「
賛
成
」
で
、
11
人
が
何
ら
か
の
コ
メ
ン
ト

を
記
載
。
お
し
ど
り
マ
コ
氏
は
「
事
故
影
響
範

囲
」を
そ
れ
ぞ
れ
の
原
発
で
評
価
し「
そ
の『
事

故
影
響
範
囲
自
治
体
』
で
の
議
論
、
投
票
を
提

案
し
ま
す
」
と
記
載
。
小
田
切
達
氏
は
再
稼

働
の
是
非
判
断
に
「
最
低
で
も
国
民
投
票
お
よ

び
立
地
自
治
体
の
住
民
投
票
は
必
要
」。
亀
石

倫
子
氏
は
「
投
票
運
動
で
資
金
力
の
あ
る
側

が
有
利
に
」
な
ら
な
い
よ
う
「
何
ら
か
の
措
置

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」。
市

井
沙
耶
香
氏
は
「
国
民
投
票
法
の
附
則
に
従
っ

て
、
一
般
的
な
国
民
投
票
制
度
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
」。
ま
た
、
安
田
真
理
氏
も
亀
石
氏

と
市
井
氏
の
提
示
し
た
両
点
に
つ
い
て
記
述
。

【
国
民
民
主
党
】

　

全
候
補
者
28
人
に
送
付
し
、
７
人
か
ら
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。「
原
発
」
国
民
投
票
・
住
民

投
票
に
対
し
て
、「
条
件
付
き
賛
成
」
が
２
人
、

「
ど
れ
で
も
な
い
」
が
５
人
と
な
り
、
同
じ
元	

「
民
進
党
」
で
も
賛
成
が
多
い
立
憲
と
差
異
が

出
ま
し
た
。
に
し
ゃ
ん
た
氏
は
「
条
件
付
き
賛

成
」
の
理
由
と
し
て
「
投
票
権
者
や
Ｃ
Ｍ
・
ネ
ッ

ト
広
告
規
制
、
運
動
資
金
規
正
な
ど
多
様
な
意

見
が
公
正
か
つ
平
等
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
整
備

は
必
要
」。
宍
戸
千
絵
氏
、
原
谷
那
美
氏
、
田

村
麻
美
氏
、
鈴
木
覚
氏
、
藤
川
武
人
氏
の
５

人
が
再
稼
働
に
つ
い
て
、
避
難
計
画
の
作
成
と

地
元
の
合
意
を
必
須
と
す
る
と
い
う
ポ
イ
ン
ト

を
指
摘
。

【
日
本
維
新
の
会
】

　

全
候
補
者
22
人
に
送
付
し
、
４
人
の
方
か
ら

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
ら
き
大
樹
氏
は
「
国

民
主
権
で
あ
る
か
ら
、
主
権
者
の
意
思
を
示
す

べ
き
」と
コ
メ
ン
ト
。
く
わ
は
ら
く
み
こ
氏
は
、

「
原
発
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
為
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
安
全
保
障
の
為
に
続
け
て
い
る
の
は

明
ら
か
」。

【
社
会
民
主
党
】

　

全
候
補
者
７
人
に
送
付
し
、
吉
田
た
だ
と
も

前
党
首
を
含
め
全
員
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。「
原
発
」
国
民
投
票
・
住
民
投
票
に
賛
成

第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
・
候
補
者
に
公
開
質
問
状
を
送
付
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氏名 選挙区 当選 問1 問2

愛知治郎 宮城県 反対 反対

自由民主党（1名）

氏名 選挙区 当選 問1 問2

横沢高徳 岩手 ◎ どれでもない どれでもない

うち越さくら 新潟 ◎ 条件付き賛成 条件付き賛成

藤井幹雄 和歌山 賛成 賛成

中林よし子 鳥取・島根 どれでもない 賛成

ながえ孝子 愛媛 ◎ 条件付き賛成 条件付き賛成

松本けんじ 徳島・高知 条件付き賛成 条件付き賛成

合原ちひろ 鹿児島 反対 反対

タカラ鉄美 沖縄 ◎ 賛成 賛成

無所属（8名）

氏名 選挙区 当選 問1 問2

勝部賢志 北海道 ◎ 賛成 賛成

小田切達 青森 賛成 賛成

加藤千穂 栃木 賛成 賛成

増原ひろこ 京都 賛成 賛成

亀石倫子 大阪 賛成 賛成

安田真理 兵庫 賛成 賛成

原田謙介 岡山 どれでもない どれでもない

石川大我 比例 ◎ 賛成 賛成

おしどりマコ 比例 賛成 賛成

岸まきこ 比例 ◎ 条件付き賛成 賛成

深貝とおる 比例 賛成 条件付き賛成

市井沙耶香 比例 賛成 賛成

立憲民主党（12 名）

氏名 選挙区 当選 問1 問2

畠山和也 北海道 どれでもない 賛成

伊藤岳 埼玉 ◎ どれでもない 賛成

浅野史子　 千葉 どれでもない 賛成

吉良佳子 東京 ◎ どれでもない 賛成

浅賀由香 神奈川 どれでもない 賛成

鈴木千佳 静岡 どれでもない 賛成

須山初美 愛知 どれでもない 賛成

倉林明子 京都 ◎ どれでもない 賛成

辰巳孝太郎 大阪 どれでもない 賛成

金田峰生 兵庫 どれでもない 賛成

高見篤己 広島 どれでもない 賛成

河野祥子 福岡 どれでもない 賛成

梅村さえこ 比例 どれでもない 賛成

しいばかずゆき 比例 どれでもない 賛成

井上さとし 比例 ◎ どれでもない 賛成

藤本友里 比例 どれでもない 賛成

伊藤達也 比例 どれでもない 賛成

小久保剛志 比例 どれでもない 賛成

沼上徳光 比例 どれでもない 賛成

青山了介 比例 賛成 賛成

下奥奈歩 比例 どれでもない 賛成

佐藤ちひろ 比例 どれでもない 賛成

有坂ちひろ 比例 どれでもない 賛成

伊藤理智子 比例 どれでもない どれでもない

松崎真琴 比例 どれでもない 賛成

山本千代子 比例 賛成 賛成

日本共産党（26 名）

氏名 選挙区 当選 問1 問2

原谷那美 北海道 どれでもない どれでもない

宍戸千絵 埼玉 どれでもない どれでもない

にしゃんた 大阪 条件付き賛成 条件付き賛成

田村麻美 比例 ◎ 条件付き賛成 条件付き賛成

中沢健 比例 どれでもない どれでもない

鈴木覚 比例 どれでもない どれでもない

藤川武人 比例 どれでもない どれでもない

国民民主党（7名）

氏名 選挙区 当選 問1 問2

相原りんこ 神奈川 賛成 賛成

朝倉れい子 東京 賛成 賛成

平山良平 愛知 賛成 賛成

大椿裕子 比例 賛成 賛成

仲村みお 比例 どれでもない どれでもない

吉田ただとも 比例 ◎ どれでもない 賛成

矢野あつこ 比例 どれでもない どれでもない

社会民主党（7名）

氏名 選挙区 当選 問1 問2

野原ヨシマサ 東京 賛成 賛成

山本太郎 比例 賛成 賛成

はすいけ透 比例 賛成 賛成

大西つねき 比例 賛成 賛成

辻村ちひろ 比例 賛成 賛成

三井よしふみ 比例 賛成 賛成

渡辺てる子 比例 賛成 賛成

れいわ新選組（7名）

氏名 選挙区 当選 問1 問2

奥田真理 比例 どれでもない どれでもない

森口あゆみ 比例 条件付き賛成 条件付き賛成

あらき大樹 比例 賛成 賛成

くわはらくみこ 比例 賛成 賛成

日本維新の会（4名）

氏名 選挙区 当選 問1 問2

菊池里志 比例 条件付き賛成 条件付き賛成

吉村二三男 比例 賛成 賛成

労働の解放をめざす労働者党（2名）
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の
回
答
が
多
い
の
が
特
徴
。
吉
田
た
だ
と
も
氏

は
「
被
害
地
元
と
な
る
周
辺
県
の
意
見
も
尊
重

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
大
椿
裕
子
氏

は
「
原
発
は
命
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
」
だ
か

ら
主
権
者
が
住
民
投
票
で
決
定
す
る
の
が
適
当

と
し
、「『
住
民
自
治
』
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
べ

き
」。

【
日
本
共
産
党
】

　

全
候
補
者
40
人
に
送
付
し
、
26
人
が
回
答
。

回
答
の
数
は
共
産
党
が
一
番
で
す
。
ほ
と
ん
ど

の
方
が
「
原
発
」
国
民
投
票
に
は
「
ど
ち
ら
で

も
な
い
」、「
原
発
」
住
民
投
票
に
は
「
賛
成
」、

コ
メ
ン
ト
で
は
野
党
共
同
提
案
の
「
原
発
ゼ
ロ

基
本
法
案
」の
成
立
を
訴
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

比
例
の
青
山
了
介
氏
と
山
本
千
代
子
氏
は「
原

発
」
国
民
投
票
に
も
「
賛
成
」
と
回
答
。
青
山

氏
の
コ
メ
ン
ト
「
富
山
県
で
も
、
北
陸
電
力
志

賀
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
内
に
活
断
層
の
存
在

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
に
、
北
陸
電
力
は
あ
く

ま
で
も
再
稼
働
を
す
す
め
る
構
え
で
す
。
住
民

の
意
思
を
示
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」。

ま
た
、
浅
野
史
子
氏
は
東
海
第
二
原
発
に
つ

い
て
「
過
酷
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
千
葉
県

民
に
及
ぼ
す
被
害
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
」「
情

報
の
全
面
開
示
を
前
提
に
し
て
県
民
の
声
を
聞

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」。
比
例
候
補
だ

が
茨
城
で
活
動
す
る
梅
村
さ
え
こ
氏
も
「
原

発
」
住
民
投
票
に
「
賛
成
」
と
し
て
、
コ
メ
ン

ト
で
は
東
海
第
二
原
発
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い

ま
す
。

【
れ
い
わ
新
選
組
】

　

全
候
補
者
８
人
に
送
付
し
、
安
富
歩
氏
以
外

の
７
人
が
回
答
。
何
れ
も
「
原
発
」
国
民
投
票
・

住
民
投
票
に
賛
成
、
コ
メ
ン
ト
は
な
し
。
代
表

の
山
本
太
郎
氏
は
か
つ
て
当
会
の
賛
同
人
で
あ

り
、
原
発
都
民
投
票
の
直
接
請
求
で
は
請
求
代

表
者
を
務
め
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
後
、「
国
民

投
票
・
住
民
投
票
を
す
る
と
脱
原
発
派
は
負
け

る
」
と
い
う
理
由
か
ら
賛
同
人
を
辞
め
、
過
去

の
公
開
質
問
状
で
も
「
反
対
」
を
明
確
に
し
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
山
本
氏
が
ど
の
よ
う
な
理

由
で
「
賛
成
」
に
し
た
の
か
、
ぜ
ひ
お
伺
い
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

【
無
所
属
・
諸
派
】

　

無
所
属
候
補
８
人
、
労
働
者
党
２
人
か
ら
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
無
所
属
の
８
人
は
、
何

れ
も
１
人
区
の
野
党
候
補
で
す
。「
賛
成
」
の	

う
ち
越
さ
く
ら
氏
は
、
国
民
投
票
、
住
民
投

票
だ
け
で
な
く
「
立
地
お
よ
び
周
辺
自
治
体
・

議
会
に
よ
る
関
与
の
強
化
な
ど
、
原
発
政
策
を

め
ぐ
る
民
主
的
枠
組
み
の
重
層
的
な
構
築
・
整

備
」
の
重
要
性
を
指
摘
。「
条
件
付
き
賛
成
」

の
な
が
え
孝
子
氏
は
「
国
民
の
間
で
熟
議
が

行
な
わ
れ
る
こ
と
が
条
件
と
し
て
必
要
」。「
反

対
」
の
合
原
ち
ひ
ろ
氏
は
「
二
者
択
一
を
国

民
（
住
民
）
に
委
ね
て
よ
い
課
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
等
。

　

問
３
に
つ
い
て
は
、
立
憲
の
石
川
大
我
氏

が
「
同
性
婚
」、維
新
の
あ
ら
き
大
樹
氏
は
「
憲

法
改
正
（
教
育
完
全
無
償
化
、
道
州
制
）」
な

ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
記
述
を

し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
今
回
質
問
状
へ
の
回
答
は
い
た
だ
け

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
会
の
国
会
請
願
で
紹
介

議
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
山
田
太
郎
氏
が
自

民
党
・
比
例
か
ら
立
候
補
し
て
、
当
選
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
多
様
な
コ
メ
ン
ト
を
全
て
紹
介

す
る
こ
と
は
適
い
ま
せ
ん
。
個
別
の
回
答
に

つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
当
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
特

設
ペ
ー
ジ
（http://kokum

intohyo.com
/

archives/11831

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
賛
成
、
反
対
に
関
わ
ら
ず
、
回
答
を
し

て
い
た
だ
い
た
全
て
の
候
補
者
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。	

（
運
営
委
員
長
・
鹿
野
隆
行
）

自民 公明 立民 国民 共産 維新 社民 れいわ 労働者 無所属 総計

賛成 0 0 10 0 2 2 4 7 1 2 28

条件付き賛成 0 0 1 2 0 1 0 0 1 3 8

どれでもない 0 0 1 5 24 1 3 0 0 2 36

反対 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

総計 1 0 12 7 26 4 7 7 2 8 74

政党別回答状況

2019年参院選	
公開質問状回答
特設サイト
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次
回
国
民
投
票
は
２
０
２
１
年
８
月
に

　

２
０
１
８
年
11
月
に
原
発
や
同
性
婚
な
ど
10

の
議
題
で
国
民
投
票
を
実
施
し
た
台
湾
。
次
回

の
国
民
投
票
は
総
統
選
挙
と
同
時
、
２
０
２
０

年
の
１
月
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

の
６
月
に
公
民
投
票
法
が
改
正
さ
れ
、
次
回
実

施
は
２
０
２
１
年
の
８
月
ま
で
延
期
と
な
り
ま

し
た
。

　

公
民
投
票
法
が
改
正
さ
れ
た
結
果
、
大
き
な

選
挙
と
同
時
に
実
施
す
る
と
い
う
項
目
が
な
く

な
り
、
二
年
に
一
回
、
８
月
に
国
民
投
票
を
実

施
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
台
湾
の
政
治
日
程
は
「
２
０
２
０
年
、
総

統
選
、立
法
員
選
」「
２
０
２
１
年
、国
民
投
票
」

「
２
０
２
２
年
、統
一
地
方
選
」「
２
０
２
３
年
、

国
民
投
票
」
と
一
年
お
き
に
選
挙
と
国
民
投
票

と
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

短
す
ぎ
る
と
批
判
の
あ
っ
た
告
示
か
ら
投
票
ま

で
の
期
間
が
28
日
か
ら
90
日
に
な
り
、
ラ
ジ
オ

で
も
賛
否
の
広
報
が
流
さ
れ
る
な
ど
の
改
正
も

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

国
民
投
票
実
施
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

法
改
正
に
、
野
党
で
あ
る
国
民
党
や
原
発
推
進

団
体
「
以
核
養
緑
」
は
強
く
反
発
し
、
台
北
市

内
で
は
大
き
な
反
対
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
政
治
的
な
思
惑
を
別
に
し
て
評

価
す
る
な
ら
、
全
体
的
に
議
論
が
よ
り
深
ま
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
妥
当
な
改
正
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
国
民
投
票
の
結
果
「
２
０
２
５
年
ま

で
に
脱
原
発
」
と
い
う
法
律
の
条
項
は
削
除
さ

れ
た
も
の
の
、
建
設
中
の
第
四
原
発
の
処
遇
は

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
台
湾
の
原
発
政
策
の
行
方

に
は
決
着
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、

原
発
推
進
、
反
対
の
両
方
の
観
点
か
ら
国
民
投

票
実
施
の
た
め
の
提
案
が
さ
れ
て
お
り
、
次
回

国
民
投
票
で
改
め
て
原
発
の
是
非
が
問
わ
れ
る

こ
と
は
確
実
で
す
。
選
挙
と
実
施
が
切
り
離
さ

れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
原
発
の
是
非
を
問
う

国
民
投
票
へ
の
関
心
が
よ
り
高
ま
り
、
議
論
が

深
ま
り
、
そ
し
て
台
湾
の
人
た
ち
が
納
得
の
い

く
選
択
が
で
き
る
こ
と
を
切
に
望
み
ま
す
。

同
性
婚
を
認
め
る
法
律
制
定

　

昨
年
11
月
の
国
民
投
票
で
は
同
性
婚
反
対
派

の
議
案
が
勝
利
を
収
め
た
も
の
の
、
事
前
に
司

法
院
大
法
官
会
議
（
憲
法
裁
判
所
に
相
当
）
の

判
断
で
指
示
さ
れ
て
い
た
と
お
り
、
同
性
婚
を

認
め
る
立
法
が
今
年
の
５
月
に
な
さ
れ
ま
し

た
。
国
民
投
票
の
結
果
に
従
っ
て
民
法
改
正
で

は
同
性
婚
を
規
定
せ
ず
、
代
わ
り
に
同
性
婚
専

用
の
法
律
（
司
法
院
大
法
官
第
７
４
８
号
解
釈

施
行
法
）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で

は
養
子
縁
組
や
外
国
人
と
の
結
婚
な
ど
の
一
部

項
目
を
除
き
婚
姻
に
関
す
る
民
法
の
規
則
が
準

用
さ
れ
た
た
め
、
課
題
は
あ
る
も
の
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
団
体
等
か
ら
は
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た

よ
う
で
す
。
こ
の
辺
り
に
つ
い
て
は
、
裏
表
紙

で
ご
案
内
の
イ
ベ
ン
ト
（
９
月
15
日
、
神
戸
）

で
詳
し
い
話
が
聞
け
る
と
思
い
ま
す
。

世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

今
年
の
10
月
２
日
か
ら
５
日
か
け
て
、
台

中
市
内
で
「2019	GLO

BAL	FO
RU
M
	O
N
	

M
O
D
ERN

　

D
IRECT	D

EM
O
CRACY

」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
０
０
８
年

に
開
始
さ
れ
、
昨
年
は
現
政
府
が
直
接
民
主
主

義
の
法
整
備
を
進
め
て
い
る
イ
タ
リ
ア
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
台
湾
の
国
民
投
票
・
住
民
投
票

は
、
世
界
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

	

（
運
営
委
員
長
・
鹿
野
隆
行
）

台北市で開催された国民投票法改正に反対する集会国民投票法改正草案の審議を伝えるテレビ

台
湾
：
国
民
投
票
そ
の
後
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●
愛
知—

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
講
座
開
催

　

７
月
14
日
、
愛
知
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

２
０
１
９
で
「
名
古
屋
城
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

住
民
投
票
で
！
」
と
題
し
た
講
座
を
開
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
７
名
。

　

世
界
の
国
民
投
票
・
住
民
投
票
お
よ
び
日
本

の
住
民
投
票
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
話
し
、
日

本
の
住
民
投
票
制
度
と
実
施
方
法
に
つ
い
て
説

明
。
身
近
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
間
接
民
主
主

義
が
機
能
し
な
い
場
合
に
は
「
積
極
的
に
住
民

投
票
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
し
ま
し

た
。
身
近
な
テ
ー
マ
の
一
例
と
し
て
「
名
古
屋

城
の
木
造
再
建
計
画
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
非
設

置
方
針
」
を
題
材
に
、「
住
民
の
意
見
を
聞
く

姿
勢
な
く
決
定
を
押
し
通
そ
う
と
進
め
る
市
政

運
営
に
対
し
て
は
住
民
投
票
を
行
う
の
も
一

案
」
と
い
う
話
を
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
民
に
熟
議
は
可
能
か
、
情
報
開
示
が
不
十

分
な
中
で
正
し
い
議
論
が
で
き
る
か
、
情
報
操

作
に
よ
る
誤
っ
た
結
論
へ
の
誘
導
が
行
わ
れ
な

い
か
、
少
数
者
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
住
民

投
票
で
結
論
を
出
す
の
は
不
公
平
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
よ
り
も
、
名
古
屋
城
の
立

て
替
え
自
体
を
問
題
に
す
べ
き
」
と
、
投
票
の

テ
ー
マ
立
て
に
関
す
る
意
見
も
出
ま
し
た
。

　

住
民
投
票
自
体
に
懐
疑
的
な
意
見
が
多
か
っ

た
こ
と
は
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
住
民

投
票
・
国
民
投
票
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
で
き

る
社
会
に
な
る
に
は
地
道
な
活
動
が
必
要
と
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。	

（
渡
邊
）

●
東
京—

原
発
再
稼
働
と
向
き
合
う
各
地
の

動
き
を
学
習

　

６
月
23
日
、
小
集
会
「『
原
発
』
住
民
投
票

を
求
め
る
最
新
の
直
接
請
求
の
動
き
～
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
い
ば
ら

き
原
発
県
民
投
票
の
会
共
同
代
表
・
徳
田
太
郎

さ
ん
、
静
岡
県
民
投
票
静
岡
代
表
・
中
村
英
一

さ
ん
を
招
き
、
原
発
再
稼
働
を
問
う
各
地
の
住

民
投
票
直
接
請
求
を
め
ぐ
る
最
新
の
リ
ア
ル
を

語
り
合
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
当
会
運
営
委
員
長
・
鹿
野
隆
行
か

ら
女
川
原
発
再
稼
働
の
是
非
を
問
う
県
民
投
票

直
接
請
求
運
動
に
つ
い
て
報
告
。
法
定
署
名

数
約
４
万
筆
を
大
幅
に
超
え
る
有
効
署
名
数

11
万
１
７
４
３
筆
を
集
め
な
が
ら
、
県
議
会
で

住
民
投
票
実
施
が
否
決
さ
れ
た
流
れ
に
つ
い
て

共
有
し
ま
し
た
。

　

徳
田
氏
か
ら
は
今
年
10
月
の
署
名
開
始
を
目

標
に
県
内
全
域
で
「
住
民
投
票
フ
ェ
ス
」
を
連

続
開
催
、
東
海
第
２
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
住

民
一
人
ひ
と
り
が
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
る
機
会
を

つ
く
る
べ
く
奮
闘
し
て
い
る
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
１
８
年
実
施
の
茨
城
大
学
・
渋

谷
敦
司
教
授
に
よ
る
調
査
で
は
、
原
発
再
稼
働

の
要
件
で
あ
る
「
地
元
同
意
」
に
十
分
に
参
画

で
き
て
い
な
い
現
状
に
対
す
る
フ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
々
の
実
感
を
基
盤
と
し
、
地
域

に
お
け
る
重
要
課
題
に
つ
い
て
直
接
投
票
で
決

め
る
機
会
を
通
じ
〝「
民
主
主
義
の
共
通
体
験
」

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
創
る
〟
を
テ
ー
マ
に

活
動
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
既
成
の
政

治
活
動
や
市
民
団
体
に
頼
ら
ず
一
人
ひ
と
り
の

実
感
に
訴
え
、
様
々
な
立
場
の
人
々
が
緩
や
か

に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
す
、
そ
の
地
道
な
活

動
の
機
運
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

島
根
原
発
再
稼
働
を
控
え
た
鳥
取
県
米
子
市

（
人
口
約
12
万
人
）・
境
港
市
（
人
口
約
４
万
人
）

で
も
、
再
稼
働
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
求

め
る
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
～

２
０
１
８
年
度
全
国
で
住
民
投
票
を
求
め
る
直

接
請
求
は
23
件
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
議
会
で
住

民
投
票
条
例
が
可
決
さ
れ
実
施
さ
れ
た
の
は
わ

ず
か
に
１
件
。
住
民
投
票
実
施
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
く
、
こ
の
制
度
的
困
難
に
向
き
合
い
つ
つ
、

各
地
で
民
意
を
重
要
事
項
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

す
る
奮
闘
は
続
い
て
い
ま
す
。	

（
鳥
海
）

●
大
阪—

都
構
想
住
民
投
票
の
動
き

　

２
０
１
５
年
に
実
施
さ
れ
、
僅
差
で
「
反

対
」
の
民
意
が
示
さ
れ
た
「
大
阪
市
廃
止
分

割
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
」（
い
わ
ゆ
る
都

構
想
住
民
投
票
）。
大
阪
維
新
の
会
が
求
め
て

い
た
都
構
想
住
民
投
票
に
、
自
民
党
公
明
党

が
２
０
１
９
年
５
月
に
容
認
の
姿
勢
を
示
し
、

２
０
２
０
年
秋
以
降
に
再
度
同
じ
住
民
投
票
が

行
わ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
先
の

住
民
投
票
か
ら
わ
ず
か
５
年
、
大
阪
市
民
が
再

投
票
を
求
め
た
訳
で
は
な
く
、
ま
た
議
案
も
ほ

ぼ
同
じ
で
前
回
の
住
民
投
票
結
果
は
ど
こ
へ

い
っ
た
の
か
疑
問
で
す
。

　

当
会
関
西
チ
ー
ム
は
２
０
１
５
年
の
住
民

投
票
終
了
後
に
、
声
明
と
提
言
「
よ
り
公
正

で
公
平
な
住
民
投
票
実
施
へ
の
提
言
」
を
発

表
し
ま
し
た
（http://kokum

intohyo.com
/

archives/9891

）。
再
度
住
民
投
票
が
行
わ

れ
る
場
合
に
は
、
①
～
⑤
の
提
言
が
改
善
さ
れ

て
い
る
か
注
視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。	（
本
村
）

①
実
施
期
間
90
日
へ
大
都
市
法
の
改
正
を

②
と
も
に
暮
ら
す
外
国
籍
の
方
に
投
票
資
格
を

③
市
民
の
自
由
な
街
頭
活
動
を
保
障

④
Ｃ
Ｍ
は
賛
否
両
論
に
平
等
な
放
送
枠
を

⑤
投
票
用
紙
の
設
問
は
公
正
で
正
確
な
文
言
を

各
地
の
活
動

2015年、投票当日の街頭活動
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●
福
井—

「
原
発
銀
座
」
若
狭
の
現
状

　

福
井
県
の
若
狭
湾
沿
岸
は
「
原
発
銀
座
」
と

呼
ば
れ
関
西
電
力
の
高
浜
原
発
１
・
２
・
３
・
４

号
機
、
大
飯
原
発
１
・
２
・
３
・
４
号
機
（
１
・
２

号
機
は
廃
炉
）、美
浜
原
発
１
・
２
・
３
号
機（
１
・

２
号
機
は
廃
炉
）、
日
本
原
子
力
発
電
の
敦
賀

原
発
１
・
２
号
機
（
１
号
機
は
廃
炉
）、
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
の
ふ
げ
ん
（
廃
炉
）・
高

速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
（
廃
炉
）
と
15
基
の
原
発

が
集
中
し
て
い
る
。
１
９
６
０
年
代
か
ら
原
発

誘
致
の
計
画
が
あ
り
１
９
７
０
年
に
は
美
浜
１

号
機
・
敦
賀
１
号
機
の
運
転
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

原
発
建
設
に
は
硬
い
岩
盤
、
大
量
の
水
、
広

い
敷
地
、
地
元
住
民
の
理
解
が
必
要
だ
と
さ
れ

て
い
る
。
若
狭
の
ほ
ぼ
中
央
、
小
浜
市
で
は
市

民
の
反
対
で
原
発
誘
致
、
使
用
済
み
核
燃
料
貯

蔵
施
設
誘
致
が
阻
止
さ
れ
た
が
、
ど
う
し
て
若

狭
に
15
基
も
の
原
発
が
建
設
で
き
た
の
だ
ろ

う
。
運
転
期
間
が
40
年
を
超
え
る
原
発
の
再
稼

働
・
廃
炉
作
業
、
増
え
続
け
る
使
用
済
み
核
燃

料
の
処
分
な
ど
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
関
西

電
力
は
福
井
県
内
の
原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料

を
県
外
で
中
間
貯
蔵
・
処
分
す
る
た
め
の
中
間

貯
蔵
施
設
計
画
地
点
を
18
年
に
公
表
す
る
と
し

て
い
た
が
、
20
年
に
先
延
ば
し
し
て
い
る
。
和

歌
山
県
、
京
都
府
に
中
間
貯
蔵
施
設
を
建
設
す

る
計
画
も
あ
っ
た
が
、地
元
は
反
対
し
て
い
る
。

１
９
６
０
年
代
か
ら
和
歌
山
県
の
４
地
区
、
兵

庫
県
で
も
原
発
建
設
が
計
画
さ
れ
た
が
地
元
の

反
対
も
あ
っ
て
建
設
を
断
念
。
近
畿
２
府
４
県

（
大
阪
府
・
京
都
府
・
兵
庫
県
・
滋
賀
県
・
奈

良
県
・
和
歌
山
県
）
に
原
発
は
な
い
。	（
山
崎
）

●
上
関
原
発
建
設
を
め
ぐ
る
動
き

7
月
26
日
、
山
口
県
は
、
中
国
電
力
が
計
画
す

る
上
関
原
発
建
設
予
定
地
の
公
有
水
面
埋
め
立

て
免
許
を
３
年
６
カ
月
延
長
す
る
申
請
に
つ
い

て
許
可
し
た
。
中
国
電
力
に
対
し
、
原
発
本
体

の
着
工
時
期
の
見
通
し
が
つ
く
ま
で
は
埋
め
立

て
工
事
に
入
ら
ぬ
よ
う
求
め
る
要
請
書
も
手
渡

し
た
。
中
国
電
力
は
延
長
申
請
の
際
、
埋
め
立

て
工
事
３
年
間
に
加
え
、
工
事
海
域
で
の
活
断

層
の
有
無
を
調
べ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
６
カ

月
間
が
必
要
と
し
て
い
た
。
県
は
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
は
埋
め
立

て
工
事
が
で
き
な
い
合
理
的
な
理
由
に
あ
た

る
ほ
か
、
国
の
重
要
電
源
開
発
地
点
に
指
定
さ

れ
、
土
地
需
要
も
引
き
続
き
あ
る
と
判
断
し

た
。
県
の
許
可
に
対
し
て
反
対
す
る
建
設
予
定

地
対
岸
の
祝
島
住
民
達
が
県
庁
前
に
集
ま
り

抗
議
の
声
を
上
げ
た
。

　

7
月
31
日
、
環
境
保
護
団
体
は
、
建
設
予
定

地
で
あ
る
田
ノ
浦
湾
で
、
環
境
省
の
海
洋
生

物
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
に
分
類
さ
れ
、

「
生
き
た
化
石
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
ヒ
ガ
シ
ナ

メ
ク
ジ
ウ
オ
」
17
個
体
が
見
つ
か
っ
た
と
発
表

し
た
。
中
国
電
力
は
近
く
湾
内
で
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
予
定
し
て
い
る
が
、
団
体
は
「
生
息
域

が
直
撃
さ
れ
る
」
と
し
て
調
査
の
中
止
を
求
め

た
。
団
体
の
共
同
代
表
は
「
ボ
ー
リ
ン
グ
地
点

に
高
密
度
で
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
保
全
対
策
を
し
な
け
れ
ば
調
査
に
着

手
す
べ
き
で
な
い
」
と
主
張
し
た
。	

（
宮
本
）

●
浜
岡
原
発
に
関
す
る
地
元
意
識
調
査

　

静
岡
大
学
情
報
学
部
の
中
澤
高
師
研
究
室
が

「
浜
岡
原
発
の
再
稼
働
と
地
元
合
意
に
つ
い
て

の
意
識
調
査
」
と
い
う
活
動
を
行
っ
た
。

　

意
識
調
査
は
浜
岡
原
発
の
再
稼
働
を
め
ぐ

る
地
元
合
意
、
県
民
投
票
を
テ
ー
マ
に
し
て

行
わ
れ
、
無
作
為
抽
出
し
た
静
岡
県
内
の
男

女
５
０
４
３
名
に
送
付
し
、
そ
の
う
ち
の

２
０
５
２
名
が
回
答
し
た
（
３
月
７
日
発
送
、

３
月
８
日
～
４
月
10
日
集
計
）。

　

そ
の
結
果
、
再
稼
働
の
是
非
に
つ
い
て
、
賛

成
が
21
・
４
％
で
反
対
が
48
・
６
％
。
地
域
別

で
は
賛
否
に
大
き
な
差
は
な
く
、
男
性
よ
り
女

性
の
賛
成
割
合
が
低
か
っ
た
。
若
者
の
方
が
賛

成
が
多
く
、
特
に
10
代
、
20
代
で
は
賛
否
が
拮

抗
し
て
い
た
。

　

一
方
、
県
民
投
票
の
実
施
に
つ
い
て
は
71
％

が
賛
成
で
あ
っ
た
。
地
域
別
で
は
大
き
な
差
は

な
く
、女
性
と
若
い
世
代
で
賛
成
が
多
か
っ
た
。

再
稼
働
賛
成
と
答
え
た
人
の
う
ち
70
・
２
％
が

県
民
投
票
実
施
に
賛
成
し
た
。
意
識
調
査
後
に

は
、
回
答
者
に
よ
る
対
面
型
と
オ
ン
ラ
イ
ン
型

の
２
つ
の
方
式
の
議
論
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
併

せ
て
１
０
０
人
以
上
が
参
加
。
対
面
型
イ
ベ
ン

ト
は
、
開
始
前
ア
ン
ケ
ー
ト
、
小
グ
ル
ー
プ
議

論
、
専
門
家
か
ら
の
回
答
、
小
グ
ル
ー
プ
議
論
、

終
了
時
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
流
れ
で
進
め
ら
れ

た
。

　

Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
（https://lap.inf.

shizuoka.ac.jp/

）
に
は
、
意
識
調
査
結
果
や

イ
ベ
ン
ト
の
概
要
資
料
が
あ
る
ほ
か
、「
議
論

の
た
め
の
論
点
資
料　

浜
岡
原
発
の
再
稼
働
と

県
民
投
票
」
で
は
県
民
投
票
に
つ
い
て
の
様
々

な
論
点
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。	

（
鹿
野
）

原
発
を
め
ぐ
る
状
況

上関原発建設予定地

浜岡原発

高浜原発
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高
浜
・
美
浜
・
浜
岡
原
発
が
近
県
に
あ
る
東
海

地
域
で
今
の
と
こ
ろ
原
発
住
民
投
票
の
動
き
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
城
市（
２
０
１
５
年
、
新
市

庁
舎
建
設
計
画
）、
小
牧
市（
２
０
１
５
年
、
市

立
図
書
館
建
設
計
画
）、
高
浜
市（
２
０
１
６

年
）
で
身
近
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
住
民
投
票
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。議
会
で
否
決
さ
れ
た
投
票
条
例

案（
２
０
１
７
年
・
半
田
市
、
２
０
１
８
年
・	

小
牧
市
）
も
あ
り
、「
み
ん
な
で
決
め
よ
う
」
の

機
運
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
と
感
じ
て	

い
ま
す
。	

（
渡
邊
）

　
「
原
発
」
国
民
投
票
運
動
の
運
動
を
通
じ
て
い

ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。	

出
会
っ
た
人
々
に
は
民
主
主
義
に
対
す
る
熱
い

想
い
と
物
事
に
対
す
る
柔
軟
な
姿
勢
が
共
通
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
月
２
回
の
ネ
ッ
ト
会
議
で

は
新
し
い
視
点
や
行
動
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
み

出
さ
れ
ま
す
。
一
昨
年
に
私
が
言
い
だ
し
っ
ぺ
で

始
ま
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
民
投
票
を
学
習
す
る

連
続
講
座
も
そ
う
し
て
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
９
月
に
実
施
さ
れ
る
台
湾
の
国
民
投
票
報

告
会
は
い
わ
ば
そ
の
ア
ジ
ア
版
と
も
言
え
る
も
の

で
す
。
今
後
も
出
会
い
の
中
で
こ
う
し
た
新
し
い

ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
て
い
く
、
そ
ん
な
予
感
が

し
ま
す
。	

（
井
奥
）

　

米
子（
鳥
取
）
に
住
民
投
票
準
備
会
の
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
阪
か
ら
高
速
バ
ス
約
4
時

間
、乗
り
換
え
な
し
で
す
。
車
に
相
乗
り
し
て
行

け
ば
も
っ
と
ら
く
ち
ん
、
関
西
チ
ー
ム
で
応
援
ツ

ア
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。
八
幡
浜
に
も
、
仙
台
に

も
行
き
ま
し
た
が
、米
子
と
境
港
も
そ
の
二
箇
所

に
負
け
ず
劣
ら
ず
、
魚
が
美
味
い
な
あ（
そ
こ

か
！
）。
そ
の
う
え
大
山
牛
に
大
山
鶏
、
鳥
取
野

菜
も
・・・
と
浮
か
れ
て
る
場
合
じ
ゃ
な
い
。
こ
れ

偶
然
で
は
な
く
、原
発
立
地
の
問
題
点
で
す
ね
。

西
日
本
の
み
な
さ
ん
、
一
緒
に
応
援
に
行
き
ま

し
ょ
う
！　

	

（
大
音
）

熱い民主主義・台湾の国民投票報告 
～ 脱 原 発 ､ L G B T など を テ ー マ に 激 論 ～
香港民主化活動の影響を受けて脱原発派・独立派への支持が増
え、昨年 11月の国民投票に続き、来年１月総統選にむけて熱い
台湾。国民投票法や同性婚合法化などにコミットしてきた台湾
緑の党が来日し全国スピーキングツアーを行います。台湾のメ
ンバーからは台湾国民投票の現状について報告いただきます。
当会からは鹿野運営委員長が日本の原発政策をめぐる住民投票
の現状について報告します。
日本台湾のコラボ企画にぜひご参加ください。

●	 日時：2019 年 9月 15日（日）
 14:00〜 16:30（開場 13:30）
● 会場：葺合文化センター中会議室 2
 （神戸市営地下鉄 新神戸駅 徒歩 4分）
 http://www.kobe-bunka.jp/faci l i t ies/fukiai/
● 参加費：500円
● 問い合わせ：090-4030-1219（井奥）
 主催：台湾国民投票報告会　実行委員会

イベント案内（9月15日・神戸）

台湾緑の党中央執行委員
易俊宏（イ・ジュホン）さん

ゲスト

新竹県竹北市議
陳冠宇（チェン・グァンユー）さん


